
23

　
東
京
を
離
れ
る
日
、
大
学
の
友
人
が
送
別
会

を
催
し
て
く
れ
た
。
高
田
馬
場
の
居
酒
屋
で

し
こ
た
ま
飲
む
。「
お
前
は
都
落
ち
か
…
」。
惜

別
と
憐れ

ん

憫び
ん

の
情
が
混
じ
っ
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス

ボ
ー
イ
か
ら
金
融
マ
ン
に
、
長
髪
か
ら
精せ

い

悍か
ん

な

企
業
戦
士
に
。
一
流
企
業
に
職
を
得
た
彼
ら
は
、

田
舎
の
役
所
で
地
味
な
仕
事
に
つ
く
友
を
労

わ
っ
て
く
れ
た
。
気
持
ち
は
複
雑
だ
っ
た
。

　
仙
台
行
の
急
行
。
上
野
発
23
時
55
分
。
万
歳

と
校
歌
で
見
送
っ
て
く
れ
た
。
固
い
ボ
ッ
ク
ス

席
。
灯
り
の
消
え
た
街
を
眺
め
て
い
る
う
ち
に

『
北
帰
行
』
が
口
を
つ
い
て
出
た
。「
窓
は
夜
露

に
濡
れ
て　
都
す
で
に
遠
の
く　
北
へ
帰
る
旅

人
ひ
と
り　

涙
流
れ
て
や
ま
ず
」。
青
春
の
ゆ

ら
め
き
か
、
感
傷
的
に
な
っ
て
い
た
。

　
酒
も
回
り
、
小
山
を
過
ぎ
た
頃
深
い
眠
り
に

落
ち
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、地
の
果
て
か
ら〝
白

河
～
白
河
～
〟
と
聞
こ
え
た
。
瞬
時
に
荷
物
を

手
に
飛
び
お
り
た
。
眠
気
ま
な
こ
で
周
り
を

見
た
。
ど
こ
か
様
子
が
違
う
。
あ
あ
間
違
え
た
。

こ
こ
は
黒
磯
だ
！
飛
び
乗
ろ
う
と
し
た
が
、
無

情
に
も
ド
ア
は
閉
じ
て
し
ま
っ
た
。

　
２
時
半
過
ぎ
。
さ
て
ど
う
す
る
？
タ
ク
シ
ー

し
か
な
い
。
駅
員
さ
ん
に
呼
ん
で
頂
く
。
深
夜

の
４
号
線
を
ひ
た
走
る
。
料
金
は
ど
ん
ど
ん
上

が
る
。
所
持
金
は
僅わ

ず

か
。
４
時
頃
実
家
へ
。
何

度
も
玄
関
の
戸
を
叩
く
。
電
燈
が
つ
き
父
が
出

て
く
る
。〝
何
だ
こ
ん
な
時
間
に
〟
と
怒
り
顔
。

料
金
を
払
っ
て
も
ら
い
、
逃
げ
る
よ
う
に
布
団

に
も
ぐ
り
こ
む
。
我
が
人
生
波
高
し
。

　
白
河
駅
が
改
築
百
年
を
迎
え
た
。
赤
瓦
の
三

角
屋
根
。
ラ
イ
ト
グ
レ
ー
の
外
壁
に
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
。
大
正
ロ
マ
ン
漂
う
駅
が
ダ
イ
ハ

ツ
自
動
車
の
Ｃ
Ｍ
に
登
場
し
た
。
夕
暮
れ
の
駅

に
、
制
服
姿
の
女
の
子
を
迎
え
に
来
る
一
台
の

車
。〝
生
活
の
一
場
面
が
、
い
つ
の
日
か
彩
り
豊

か
な
大
切
な
思
い
出
に
な
る
〟。
駅
は
人
生
の

思
い
出
を
紡
ぐ
特
別
な
場
所
だ
。

　
私
は
夕
暮
れ
の
駅
が
好
き
。
こ
の
ま
ま
夜
汽

車
の
人
に
な
り
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
る
。
夜
汽

車
・
夜
行
列
車
。
こ
れ
ほ
ど
旅
情
を
誘
う
言
葉

は
な
い
。
夢
を
抱
い
て
。
夢
に
破
れ
て
。
逢
い

た
く
て
…
。
夜
汽
車
は
万
感
の
想
い
を
乗
せ
て

走
る
。
窓
の
景
色
、
列
車
の
揺
れ
、
夜
か
ら
朝

へ
の
気
配
。
そ
こ
に
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
。

　
だ
が
夜
汽
車
は
絶
滅
寸
前
。
新
幹
線
の
延
伸
。

各
県
に
空
港
が
整
備
さ
れ
、
夜
行
バ
ス
も
増
加
。

よ
り
速
く
よ
り
安
く
目
的
地
に
着
く
こ
と
が
優

先
さ
れ
る
。
効
率
性
と
い
う
名
の
無
機
質
さ
が

旅
情
、
ロ
マ
ン
を
追
い
や
っ
た
。
あ
る
紀
行
作

家
は
言
う
。「
旅
の
価
値
は
そ
の
途
中
に
あ
る
。

目
的
地
と
い
う
『
点
』
よ
り
も
、
そ
こ
に
至
る

『
線
』
こ
そ
が
旅
だ
」
と
。
夜
汽
車
は
非
日
常

の
空
間
が
広
が
り
、
時
間
が
流
れ
る
。
こ
れ
を

失
う
こ
と
は
人
生
の
一
部
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

　
８
年
前
の
夏
。
札
幌
で
会
議
が
あ
っ
た
。
郡

山
発
19
時
半
の
北
斗
星
。
心
ウ
キ
ウ
キ
。
修
学

旅
行
の
生
徒
の
よ
う
。
ゆ
っ
く
り
と
青
い
車
体

が
入
線
す
る
。
勢
い
よ
く
乗
り
こ
み
食
堂
車
へ

直
行
。
食
堂
車
は
寝
台
列
車
の
醍だ

い

醐ご

味み

。
洋
食

に
ビ
ー
ル
。
酒
も
す
す
む
。
話
し
も
弾
む
。
仙

台
を
過
ぎ
た
頃
に
は
皆
ご
機
嫌
。

　
酔
い
覚
ま
し
の
コ
ー
ヒ
ー
を
手
に
ラ
ウ
ン
ジ

へ
。
そ
の
中
に
、
外
を
眺
め
物
思
い
に
ふ
け
っ

て
い
る
老
紳
士
が
い
た
。
綺き

麗れ
い

な
白
髪
に
清
潔

な
身
な
り
。
私
と
目
が
合
う
。
穏
や
か
な
口
調

で
話
し
か
け
て
き
た
。
夜
汽
車
の
旅
情
と
い
う

も
の
か
。
見
知
ら
ぬ
誰
か
に
、
自
分
の
想
い
を

打
ち
明
け
た
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
50
年
前
、
学
生
時
代
に
知
り
合
っ
た
女
性

に
会
い
に
行
く
。
少
し
怖
い
気
も
す
る
が
…
」。

嬉
し
そ
う
に
、
は
に
か
む
よ
う
に
。
そ
の
顔
は

少
年
の
よ
う
に
輝
い
て
い
た
。
言
葉
の
端
々
か

ら
、
思
い
描
い
た
人
生
と
違
っ
た
道
を
生
き
て

き
た
こ
と
へ
の
悔
し
さ
も
窺う

か
が

え
た
。
そ
れ
を
取

り
戻
す
旅
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
。
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
が
心

地
い
い
。
小
鳥
の
さ
え
ず
り
や
木
の
葉
の
揺
れ

る
音
に
も
似
て
。
心
と
体
が
溶
け
あ
い
、
眠
り

に
つ
く
。
朝
早
く
か
ら
人
の
声
が
す
る
。
海
上

か
ら
昇
る
朝
日
を
楽
し
ん
で
い
る
。
札
幌
が
近

づ
く
。
身
支
度
を
整
え
仕
事
モ
ー
ド
に
。
件く

だ
ん

の

紳
士
は
、
元
気
な
足
取
り
で
旭
川
方
面
の
ホ
ー

ム
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。「
い
い
再
会
に
な
り
ま

す
よ
う
に
」。
北
の
都
は
光
に
溢あ

ふ

れ
て
い
た
。

「
夜
汽
車
に
思
う
」

市長の手控え帖
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